
資料№22-1 

小・中学校の図書館の現状 

（各校別児童生徒数、学級数、図書費、利用状況、蔵書数、司書の配置状況） 

 

学校教育部 学校教育課 

１ 利用状況  ※小中学校とも R7.12月末現在時点 

（１）小学校(１校あたり)  

 一日平均利用者数 一日平均貸出数 

令和 3年度 

(2021年度) 
１２２人 ２８０．０冊 

令和 4年度 

(2022年度) 
１２１人 ２７６．３冊 

令和 5年度 

(2023年度) 
１１８人 ２７２．０冊 

令和 6年度 

(2024年度) 
１１６人 ２５８．０冊 

令和 7年度 

(2025年度) 
１１３人 ２５５．６冊 

（２）中学校(1校あたり) 

 一日平均利用者数 一日平均貸出数 

令和 3年度 

(2021年度) 
４９．４人 ４３．３冊 

令和 4年度 

(2022年度) 
４０．４人 ４１．０冊 

令和 5年度 

(2023年度) 
５２．８人 ４４・４冊 

令和 6年度 

(2024年度) 
５１．７人 ４５．５冊 

令和 7年度 

(2025年度) 
４９．７人 ４４．７冊 

 

（３）平均利用者数・貸出数の前年度からの変動理由について 

 小学校及び中学校とも前年度と比較すると、一日平均利用者数、一日平均貸出数が減少した。

その減少理由としては、児童生徒数の減少に伴う利用対象者数の減少に加え、子ども新聞やタ

ブレットの配備により、子どもたちの読書活動の対象の選択肢が広がったと考えられる。学校

図書館の利用者数や貸出冊数を増加させるために、年間３回、学校司書の取組を共有する会を

実施している。 

 

２ 司書の配置状況 

（１）小学校・・・直接雇用   １日４時間、１３０日間、一人配置（１校につき） 

（２）中学校・・・直接雇用   １日４時間、１３０日間、一人配置（１校につき） 


